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　目的家庭7･俤ゆfcり，こ使)f] I μ油It I 回r-捨z す,こ何l回。繰り返し用,ヽi "<'，便用後

は, 油こL/ きitこ後，保路すド

ごす効果,べ･・麗度賓u> 3 *ヽ，i-r-.油こレによ'I油0保存守のn状P<とヽヽ・よい^ 史肥ね

ヵ｀にっいZ ^y研'乞はざれてぃない。そこで■, 各通の乖財，ヽいいに丿過布。作状^調べ

i と共,こ，異fパ？過岸?･廸こレ吝しTこ後。揚けヽ佃・性状・変拓にっヽヽ-T 調べた。

　方祐，油1 い-]f＼ヽヽt-炉遁布(!)素材iよ麻，綿丿

綿とレーヨンの遥さヽヽづ丿りの計5'種頬t- あ■§．傭,り炎ﾉ支/We 。, 力許フラづ£il.続レ１

鴻･バこ残油＼vフヽべφ- ／t行ヽ" , そ心戸過速度左測定レか。炉且レμ禅I; -フいてぼ，一

見期間放K後。物性にt, 社及，賄蔀ふょびヽ色，変ｲ心，官能検査i. レZ iiおいぷむ心

　結果　ﾘ・過速度･jづ戸蓬布の繊維p恥β・広さと，痢の湿度rこ間作バこ。緻維間丿a。

広。I 0)。え度がまぐ, まr- '/戸過時の油。温度≪バ柘いい･ま,‥浦向＼' あいこ。

　μ度V 酸面。,経時的,こ流。正。上条傾匈吝示し元，油・楊･ﾀ- t -^i レA- 痢め閣には

遭ヽ，・ヽ･騏釣'れ̂↑こが，こt、:と卜S S 寿レヽ■影摩･，認り;it りりヽ，/こ。

　色の動し関しては,　もの'/ila昿

・値･t tり心とt i^nヽみられ･i *ヽ・八。薦ゆ白の t l，fこ殉tl, ぶ・I'Aliソ眺

示しへμ巾蜂疎ら正の上船奥向i fr-しr..　色度回よ。χj 。il l: -7ヽ･Z ぼ，え^ 佃よ

1/高,ヽfitきtT-(/ r- ft､へ用，ヽ片戸まﾉりまいや, 経時的り灸柚にt津い■%事みり･）ら■ly 'i

炉7 μ.
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A 89 魚､肉の調護・加エ/こよ-5結今組熾め如し
大妻ず大象政O下村皇s-　£智大理工　松本隻一節

　目的　魚肉の酢rt, 粕漬あヽよびみt -rt位理ドよ，て- f.肉の結合組織の物性びとヽのよ,う

に東ｲw ろのか，々(7>と■? 9 ンパク貿･* どのような変化をしていろのか知ろうヒした，瞬，

吻をこれらの処理して伎，保存したとき, 魚肉・硬乱史化かみられた。，この変化,3､,魚

肉タン/り質のう似主なる咸ぞt哺るアクトミオシン区會あヽよぴ衛形饗タンｚヽ・ク貿区分

が脊解し7c こヒによる毛のであううと檀速されｱz，しかし. 9 ン/り質めう5 で. ぷめる

il台μ=較的ヤないか'，縁な組織タン/り貧lJ そ,ﾀ,丈丸な構造の尽めに, ,#.肉。テク^チ

ャー(こ与えi影－･^無税できなレりrヽ, それかテクヌ今^一に訓り影響色鋼べた。

　き汰マ-If/v<^ 尼却の腱と節隔膜を用い･て爽験けf，ｸﾞこ. 健の引張鋒度t しオタークー

にJ^7 て濯淀した。酢漬，粕漬あヽよXArみそ漬処理r^ J:

粂を現健し, またタン/り質の変ｲＱ SOS-PA旺分有によ）て調べヽだ。さり，加観にょり

影響色調べヽた。

　綿果　酢漬μ理り;つ-r, 魚肉・胱。引張強度･3:非常に低下し，粕漬処理あヽよ:2A.-^そ漬

息理によパiも億下寸うこヒか認めうれた。結合組織｀りヽら<nコラーゲンの渚ま辛心酸性

処理Is-よ, マ'MlくなリヽpHの上昇とともに位下した。コラーゲンの分解131，和痕処理，み

勧蝕き理のそデリレ虹験においマ，pH(≫低い嶺涛rみりれた。紬合紐瘍｀フンハ・ク貿の変化は，

酢Jtこあヽい・,z瑕速，｡Hの地下による状数刻^に爾うとこうか丈きく, 粕漬あヽよU'みそ次酢漬にあヽいTit環達りH ・地下I- ぶる状散変化に員

I;おいてI*, 酒粕またit みその酵素・作用を受けて

うとこうか人きく、相濯あヽよびみ'trヌ

変化してレヽるこi: か雄息され、魚肉の

デワ久千ヤ- 支化に峠合組帯の昔化もま｡た関与していることがヽ認められた。


